
    第40回全日本レディースバドミントン選手権大会
                  都道府県対抗・クラブ対抗
        期日　令和４年７月２１日(木）～２４日(日）
        場所　北海道立総合体育センター（北海きたえーる）
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　*　試　合　結　果　*

　



　*　試　合　風　景　*

　　　　♪全　員　集　合♪



　大会に出場した選手からのコメント

　　○とても楽しかったし、 いい経験になりました。 次行けた時は、 もっと上位を狙える
　　　 ように練習を頑張りたいです。

　　○良いも悪いもありましたが、一番大切な信頼と感謝の気持ちを得ました。

　　○下松ミラクルに入って初めての全国大会で、少し緊張もありましたが、チームの団
　　　 結力がより一層増したと思います。 仲間のプレーの応援にも熱が入るし、普段練
　 　　習でしか会わないメンバーと親交も深まりました。 結果は決勝トーナメント一回戦
　　 　負けだったので、自分の実力不足を痛感しました。 もっと練習して上達して、来年
　　 　度の県予選で優勝して、また全国大会に出たいと強く思いました。

　　○楽しい試合ができたかと言われると悔やまれます。 メンタルの弱さ、相手の動き
　　 　を見る事その他、意識向上を目指して、またこのチームで全国大会に行けるよう
　　　 に頑張ろうと思います。皆さんの応援、励みになりました。ありがとうございました。

　　○今年は新メンバー2人を迎え、新生ミラクルとして挑み、また絶対に結果を残して
　　　 帰る、が私の目標でした。 しかし全国の壁は高かったです。 そんな甘いもんじゃ
　　 　なかったです。 今のミラクルは、そんなに弱いチームではないはずです。 もう一
　　　 度全員が練習方法を見直して、半年後の予選に挑戦したいです。  応援してくだ
　　　 さったミラクルの先輩方, ありがとうございました。

　　○久しぶりに開催された大会。強豪相手にベストを尽くして悔いのない試合をと臨み
　　　 ましたが、 思うようにはできず、悔いを残してしまいました。 応援してくださった皆
　　 　さんすみません。 今後はますます精進して、悔いのない試合ができるように頑張
　　　 ろうと思います。
　
　　○全日本レディースバドミントン選手権大会へは初出場でしたが、 楽しく試合をする
　　　 事ができました。 同時に、試合に負ける悔しさを味わう事で、練習を頑張るきっか
　　　 けにもなりました。 とても貴重な経験となりました。



    ○試合、楽しかったです。

    ○久しぶりの大会、コロナにも試合にもド緊張、 ハプニングもありつつ挑んできまし
　　　 た。 願った結果は得られずでしたが、技術・課題、コロナ禍での大会運営など思
　　　 い切って大会参加した事で得られるものも沢山ありました。最後になりましたが、
　　　 皆様の応援、そして山口県のチームワークに感謝申し上げます。

　　　　選手の皆さんお疲れ様でした。 北海道は景色も食事も最高だったんじゃないで
　　　　すか？新型コロナ感染症の影響で3年ぶりに全国大会が行われました。これか
　　　　らの試合はきちんと感染対策をしながら、開催されていくと思います。県予選は
　　　　来年2月23日周南市で行われます。 選手の皆さん、 今からしっかり練習して、
　　　　少しでもレベルアップして、全国大会を目指しませんか？ 団体戦は本当に楽し
　　　　いですよ‼

           ※ 全日本レディースバドミントン選手権大会の詳しい内容は、日本
　　　  　  　レディース連盟HPに掲載されていますので、是非ご覧ください。
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